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平成23年度「家庭の日Jrオアシス運動jポスターの部 最優秀作品
中間市立中聞東中学校 1年木村 直偉さんの作品

福岡県青少年育成県民会議は、
-青少年自らが、次代を担う誇リと責任を自覚し、未来をきりひらき、希望に満ちて生きるように

-すべての大人が姿勢を正し、青少年に深い関心と理解を持ち、積極的に青少年の育成に努めるように

・県の青少年施策が一層の効果をあげるよう、相Eの連携を図リ、総合的、計画的な活動ができるように

との願いをこめ、根づよく効果のある県民運動を展開することを目的に結成されました。
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…
か
と
思

っ
て
い
る
。

…
県
民
運
動
」
と
「
青
少
年
ア
ン
ピ
シ
ャ
ス
運
動
」
を

私
た
ち
青
少
年
健
全
育
成
に
携
わ
る
も
の
は
、
こ
…

展
開
し
て
い
る
。

…
れ
ま
で
以
上
に
活
動
の
輸
を
広
げ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

…

教

育
力
の
向
上
で
は
、
各
市
町
村
に
モ
デ
ル
校
を

…
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

…
一
校
作
り
、

学
校
独
自
に
設
定
し
た
課
題
や
目
標
に

急
激
に
変
化
す
る
時
代
の
青
少
年
の
ニ

l
ズ
、
社
…
向
か
っ
て
、

子
ど
も
達
が
頑
張
っ
て
い
く
、
そ
し
て

…
会
の
ニ

l
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
適
切
な
る
対
応
を

…
目
標
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
大
い
に
誉
め

…
図
る
た
め
に
国
や
県
の
取
り
組
み
と
歩
調
を
合
わ
せ

…
て
い
こ
う
と
い
う
事
業
だ
。

…
て
、
市
町
村
民
会
議
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な

っ
て
こ

…

ま
た
今
年
度
か
ら
新
た
に
非
行
少
年
の
居
場
所
作

…
の
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

…
り
、
就
労
の
機
会
の
拡
大
な
ど
に
も
取
り
組
み
「
非
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り

組
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¥

¥

…
非
行
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止
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直
り
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。
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将
来
に
大
き
な
夢
を
抱
き
な
が
ら
個
性
や
能
力
を
…
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・
・
園
田

螺
一
郎
元

磨
き、

自
ら
の
目
標
に
向
か

っ
て
明
る
く
健
や
か
…

福
岡
県
で
は
、

本
年
3
月
に
青
少
年
健
全
育
成
条

…

~
E
A-
-

a
E闘
闘
E
E
獅
推
岩

に
成
長
し
て
い
る
が
、

一
方
で
人
間
関
係
の
希
薄

…
例
を

一
部
改
正
し
、

青
少
年
を
危
険
か
ら
守
る

た

め

、

…

・

・

・

-
E

化
と
か
規
範
意
識
の
低
下
な
ど
、
非
社
会
的
問
題

…
携
帯
電
話
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
解
除
手
続

…

明
日
を
担
う
青
少
年
が
、
豊
か
な
社
会
性
と
優
れ

行
動
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
実
態
で
あ
る
。
…
を
厳
格
に
す
る
な
ど
、
規
定
の
整
備
を
行
っ
た
。

…
た
創
造
力
を
培
い、

自
ら
考
え、

責
任
を
持

っ
て
行

近
年
急
速
な
少
子
化
の
進
行
や
、
就
業
形

態

の

…

先

日

「青
少
年
ア
ン
ピ
シ
ャ
ス
運
動」

の
応
援
大

…
動
出
来
る
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
は
県
民

多
様
化
、
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ

っ
て
、
若
者

…
使
と
し
て
宇
宙
飛
行
士
の
若
田
光

一
さ
ん
に
就
任
い

…
の
全
て
の
願
い
で
あ
る
。

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

…
た
だ
い
た
が
、
若
田
さ
ん
は
、
「
好
き
な
飛
行
機
の

…

近

年
、
携
帯
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報

特
に
問
題
と
な

っ
て
い
る
親
に
よ
る
「
虐
待
」

…
仕
事
に
向
け
て
、
努
力
し
た
結
巣
、
宇
宙
飛
行
士
に
…
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
や
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
核
家

「育
児
放
棄
」
な
ど
で
児
童
養
護
施
設
に
入
所
す
…

つ
な
が

っ
た
。
子
ど
も
逮
も
自
分
の
興
味
が
ど
こ
に
…
族
化
、
雇
用
形
態
の
多
様
化
等
、
青
少
年
を
取
り
巻

る
子
ど
も
達
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
増
加
し
つ
つ
…
あ
る
の
か
を
と
ら
え
て
、

一
人
ひ
と
り
が
い
ろ
ん
な

…
く
社
会
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
、

家
庭
や
地
域
の

あ
る
。

…
目
標
に
向
か

っ
て
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
さ

…
教
育
力
の
低
下
に
よ
る
子
ど
も
達
の
規
範
意
識
や
コ

こ
の
原
因
の

一
つ
に
は
最
近
、
近
所
付
き
合
い
…
れ
た
。

…
ミ
ュ
ニ
ケ

l
シ
ヨ
ン
能
力
の
低
下
な
ど
、

憂
慮
す
べ

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
地
域
で
孤
立
し
て
い
る
姿
が

…

子
ど
も
達
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ

…
き
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

…
の
子
ど
も
達
が
豊
か
な
将
来
に
向
か

っ
て
夢
や
希
望

…

県
議
会
と
し
て
も
、
皆
様
方
や
県
と
共
に
、
青
少

こ
れ
は
現
代
社
会
の
あ
り
よ
う
に
大
き
な
問
題

…
を
育
み
な
が
ら、

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
け
る
よ

…
年
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の
各
種

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

反
面
い
ろ
い
ろ
な
形
で
…

う
に
福
岡
県
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
企
業
が

一

…
施
策
の
充
実
に
向
け
、

今
後
と
も
鋭
意
取
り
組
ん
で

紳
が
よ
り

一
層
重
要
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
…
体
と
な

っ
た
二
つ
の
県
民
運
動

「教
育
力
向
上
福
岡

…
い
き
た
い
。

福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

通
常
総
会
開
催
さ
れ
る

と
き
/
平
成
M
年
5
月
初
日

三ド

地域に根ざした青少年健全育成運動に取り組んでいる91名の会員出席のもと

任状46名)、24年度の総会が、去る5月30日に開催された。
丸林茂夫県民会議副会長の開催のことばから始まり、右田喜章会長挨拶、来賓の

海老井悦子福岡県副知事と岩元一儀福岡県議会新社会推進高工委員長の祝辞に続

き、青少年育成団体(者)の表彰、永年賛助会員への感謝状贈呈が行われた。

議事は、清水正信県民会議副会長のもと、活動報告、収支決算、事業計画等、全
ての議案が満場一致で、承認された。

総会の最後にあたり、福岡県警察本部少年課の小柳裕嗣少年健全育成室長より少

年非行の概況資料による実態の説明がなされた。
も1へ

青
少
年
と
社
会
の
ニ

l
ズ
に

適
切
怒
る
対
応
を

f福岡県青少年育成
県民会議会長

右田喜章氏
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毎
年
、
通
常
総
会
の
開
催
の
前
に
、
永
年
に
わ
た
り
、
青
少

年
育
成
に
活
躍
、
尽
力
さ
れ
た
団
体
・
個
人
に
対
す
る
表
彰
状

と
永
年
賛
助
会
員
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
。

今
年
は
、

6
個
人
と

3
団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、

2
団

体
・

8
個
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

永
年
賛
助
会
員
感
謝
状
は
初
年
の
部
に
医
療
法
人
社
団
高
邦

会
高
木
病
院
、
叩
年
賛
助
会
員
の
部
に
は
粕
匡
殖
産
株
式
会
社

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
個
人
の
部
で
は
叩
年
賛
助
会
員

8

名
の
方
に
贈
ら
れ
た
。
表
彰
さ
れ
た
団
体
・
個
人
の
方
々
の
功

績
を
紹
介
す
る
。

永年のご活躍h感謝をニめて
表彰状感謝状が贈られる

永年表章3を受けた3団体、 6個人の皆様

…
・

個
人
表

彰
・

…

り

地

域

で

取
り
組
む
育
成
活
動
に
積
極
的
に
取

…
古
田

中

陽

子

氏

…
り
組
ま
れ
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
貢
献
さ
れ
、

…
市
民
会
議
活
動
の
充
実
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ

昭
和
日
年
よ
り
平
成
6
年
の
問
、
地
域
子
ど
…
れ
て
い
る
。

…
も
会
、

P
T
A
会
長
な
ど
の
役
員
と
し
て
子
ど

…

…
も
た
ち
の
世
話
や
指
導
者
の
育
成
に
努
め
た
。

…
安
江
内
田
喜
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氏

活
動
年
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同
年

…
北
九
州
市
青
少
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成

市
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長
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会
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(

行

橋

市

)

…
長
な
ど
の
役
員
と
し
て
市
民
会
議
の
運
営
に
永

…

平
成

5
年
か
ら
校
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

…
年
携
わ
り
、
青
少
年
育
成
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
…
役
員
。
平
成
同
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
子
ど
も

…
い
る
。

…
会
の
諸
活
動
を
通
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
、

…
非
行
防
止
活
動
に
深
い
理
解
と
情
熱
を
も
っ
て

…
大
田

川

強

氏

活
動
年
数
・
同
年

…
活
動
し
、
そ
の
熱
意
と
積
極
性
は
関
係
者
か
ら

(
久
留
米
市
)

…
高
い
評
価
を
得
、
永
年
に
わ
た
り
、
青
少
年
育

平
成

8
年
か
ら
旧
北
野
町
の
青
少
年
健
全
育

…
成
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

…
成
校
区
民
会
理
事
と
し
て
育
成
活
動
の
中
心
的

…

…
存
在
と
し
て
活
動
。
久
留
米
市
に
合
併
後
も
久

…
カ
下

田

稔

氏

活
動
年
数

--m年

…
留
米
市
青
少
年
育
成
会
議
の
理
事
と
し
て
活
動
。

…

(

飯
塚
市
)

…
永
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
に
貢

…

平
成

6
年
か
ら
鎮
西
地
区
青
少
年
健
全
育
成

…
献
さ
れ
、
地
域
活
動
の
在
り
方
や
リ
ー
ダ
ー
と
…
会
入
会
、
平
成
ロ
年
か
ら
初
年
ま
で
飯
塚
市
青

…
し
て
の
活
動
は
他
の
範
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

…
少
年
健
全
育
成
会
連
絡
協
議
会
専
務
理
事
、
平

…
成
引
年
か
ら
は

N
P
O
法
人
飯
塚
市
青
少
年
健

く
り
や

…
女
厨

孝

氏

活
動
年
数

・・悶
年

…
全
育
成
会
連
絡
協
議
会
副
理
事
長
な
ど
の
要
職

(
久
留
米
市
)

…
に
従
事
。
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
に

平
成

5
年
か
ら
、

旧
北
野
町
青
少
年
健
全
育

…
尽
力
さ
れ
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
生
か
し
た
指

…
成
町
民
会
議
副
会
長
と
し
て
育
成
活
動
の
中
心
…

導
に
よ
り
、
多
数
の
青
少
年
を
善
導
さ
れ
、
地

…
的
存
在
と
し
て
活
動
。
久
留
米
市
に
合
併
後
も
…
区
は
も
と
よ
り
飯
塚
市
の
青
少
年
の
育
成
に
大

…
市
民
会
議
の
理
事
と
し
て
活
動
。
永
年
に
わ
た
…
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

活
動
年
数
お
年
北
九
州
市



…
育
の
向
上
及
び
子
ど
も
会
活
動
の
活
性
化
に
向

…
町
町
民
会
議
を
設
立
し
た
。
引
き
続
き
現
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に

…
・
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状
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少
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お
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垣
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学
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野
外
生
活
研
修
は
位
年
連
続
し
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実
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し
て
お

…
育
成
の
た
め
、
「
私
た
ち
の
主
張
」
大
会
、
夏
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一一

ll
f
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芸

合
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「
夢
の
体
験
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」
塾
長
と
し
て
、

町
内
4
…
り
、
「
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ど
も
フ
エ
ス
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・
く
ら
て
」
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子
ど
…
季

・
冬
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自
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体
験
学
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夜
間
補
導
活
動
な

…
一

l
lE

1
J

γ

忌
ヤ

...... ，・Eh
戸
!

ー当
守
一
周

年
生

1
6
年
生
を
対
象
に
寝
食
を
共
に
し
、
指

…
も
自
身
に
よ
る
企
画

・
立
案
・
運
営
を
し
て
い
…
ど
数
多
く
の
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
は
他

…

h
v
』
固
M
.
.
 ，
a---E 

導
育
成
に
あ
た
ら
れ
「
夢
の
体
重
」
の

…
る
。
こ
の
活
動
も
9
年
間
継
続
中
で
あ
る
。
こ
…
の
市
町
村
の
模
範
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

…

F

主

a
・階、
4
4

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
平
成

4
2
2ま
…
れ
ら
の
継
続
し
た
活
動
は
青
少
年
の
健
全
育
成
…

…

-a
団
圃
圃
圃
閣

で
は
、
海
老
津
小
学
校
区
の
育
成
会
議
会
長
と
…
に
多
大
な
貢
献
、

功
績
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

…
。

糸
田
町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
会
議

…

sta-----------

h

岨
凋
沼
直
明
日
一
ケ
い
市
制

し
て
重
鎖
的
な
役
割
を
に
な

っ
て、

青
少
年
の

…

…

代

表

者

・

内

丸

英

敏

…

「

JLed-此
が
協

t
R仏
必

育

成

に

貢

献

さ

れ

た

。

…

0
福
智
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

…
昭
和
町
年
の
設
立
当
初
よ
り
現
在
に
至
る
ま

…

s
wy}五
議

戸

1

t
s
哩

1
、F
M
輔
、
仲
日
比
民
一
一
二
ユ

代
表
者
・・
田
中
和
敏

…
で
の
永
き
に
わ
た
り
、
糸
田
町
少
年
の
主
張
大

…
一

i
!
一a
t

t
・-

べ
魁
一
F

.
団
体
の
部
φ

…
昭
和
引
年
の
旧
方
城
町
、
旧
金
田
町
、
旧
赤

…
会
、
青
少
年
の
集
い
(
キ
ャ
ン
プ
)
、
「
い
と
だ
…

一

宮

臨
一
一
b

O
鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

…
池
町
の
町
民
会
議
と
し
て
発
足
以
来
、
各
町
民

…
っ
子
」
の
健
全
育
成
講
演
会
、
推
進
広
報
誌
の
…

「
I

K

E
l
i
t
-
-』
掴
観
酷

代
表
者

・
遠
藤
康
彦

…
会
議
と
し
て
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を
推
進

…
発
行
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
、
青
少
年
の
健
全

…

今
年
度
の
永
年
賛
助
会
員
は
文
頭
に
も
紹
介

昭
和
お
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
地
域
の
教
…
し
、
平
成
同
年
に

3
町
の
合
併
に
伴
い
、
福
智

…
育
成
運
動
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

…
し
た
よ
う
に

2
団
体
と

8
個
人
に
感
謝
状
が
贈

…
ら
れ
た
。
2
団
体
の
代
表
者
に
は
右
田
喜
章
会

…
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
個
人
の
永

日
年
(
凶
年
)
賛
助
会
員
は
左
記
の
方
々

で
あ
る
。

菊

次

和

夫

氏

・

力

丸

敏

光

氏

早

川

良

子

氏

・

石

川

治

夫

氏

江

川

洋

氏

・

岡

松

直

照

氏

丸

山

美

恵

子

氏

・

原

明

義

氏

0
0
0
0
6
0
0
0
6
6
6
6
0
6
0
6
6
0
6
C
0
6
6
6
G
Q
Q
+
0
6
6
9
0
9
0
6
9
6
6
0
6
0
 

賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
よ
り
多
大
な

ご
支
援
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申

…
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第 184号

な
石
田

賓
氏

活
動
年
数

日
年(岡
垣
町

固

永年賛助会員の表彰を受けられた2団体の代表者



第 184号

1 .活動受握連携事業
0地域連携推進事業(九州|ブロック研修会)
-日時(予定) 平成24年7月~ 9月

0市町村民会議会長・事務局長・青少年育成運動推進指導員合同会議
-日時(予定) 平成25年2月
-会議内容 研修及び情報交換

0九州各青少年育成県民会議九州地区会議
-日時(予定) 平成24年10月

2.青少年健全育成事業
少年の主張福岡県大会 (H23)

O少年の主張福岡県大会
-日 時 :平成24年8月19日但)
・場 所 :太宰府市中央公民館

-県内全域の中学生から作文を薯集、審査の上15名程度が県大会で発表
。少年の野外掌習事業

-日 時:平成24:tj: 8月 1 日ω~ 5 日(日※ 4泊5 日

・場 所 :国立阿蘇青少年交流の家(熊本県阿蘇市)

・小掌校5・6年生、中掌生を対象にした野外訓練
-異年齢での活動を軸にした野外体験学習一 少年の野外学習事業 (H23)

0福岡県民さわやかマラソン大会
-日 時:平成24年11月18日(日
-場 所 :海の中道海浜公園(福岡市)

-小掌生から大人まで参加でき、学年別に競技

O青少年固墓交流事業
※福岡県大会 ・日 時:平成24年8月18日∞

-場 所 :福岡市パピヨン24ガスホール
※中国江蘇省交流大会(江蘇省) 日時及び場所は未定

0青少年青成指導者研修会 日時及び場所は未定

青少年囲碁交流事業 (H23)

3.健全な家庭づくり推進事業
or家庭の日Jrオアシス運動jの推進
-作昂(ポスター ・作文)の裏集

書集期間:平成24年8月 1 目的~9月24日同

最優秀作昂・優秀作田の展示

0親ミ子教室事業
・指定継続広川町 (3年目)、大川市 (2年目)

・新規指定糸島市

0乳却児教育研修会
・日 時 :平成25年2月5日ω
・揚 所:クローバープラザ

-塁調講演、実践事例発表、研究討議

いつもそこに、いつでもそばに。

、圃 ..1 ココ口がある .コ

ミ弓〆 西日本シティ銀行



第 184~与

岡
垣
町
は
、
北
九
州
市
と
福
岡
市
と
の
ほ
ぼ
申

間
に
あ
り
、
北
は
響
灘
、
三
里
松
原
、
西
は
湯
川

山
が
あ
り
、
緑
豊
か
な
田
園
風
景
に
固
ま
れ
た
豊

か
な
地
域
で
す
。

本
号
で
は
特
集
と
し
て
岡
垣
町
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
、
通
学
合
宿
「
夢
の
体
験
塾
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

休
日
の
主
な
活
動
内
容
は
、

一
、
生
活
体
験
(
調
理
・
掃
除
・
洗
濯
・
畑
作
業
等
)

二
、
生
の
自
然
体
験
(
磯
遊
び
ゃ
生
き
物
観
察
等
)

三
、
遊
び
体
験
(
小
学
校
体
育
館
で
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
等
)

四
、
郷
土
の
遺
跡
探
索
(
成
田
山
散
策

・
古
墳
公
園
等
)

で
す
。
特
に
、
磯
遊
び
で
は
、
海
岸
線
に
子
ど
も
達
の

大
き
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
。
小
魚

・
貝
殻
・
か
に
等

を
膝
ま
で
水
に
つ
か
り

一
生
懸
命
、
夢
中
に
な
っ
て

と
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
に
は
タ
コ
が
捕
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
体
験
活
動
を
、
実
行
委
員
を
中
心

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
の
大
人
達
が
支
援
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
同
士
、
子
ど
も
と
大
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
か
ら
、
人
間
関
係
を
学
び
、
深
め
、
ま
た
生
の

自
然
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り

「自
然
や
命
」
の
大
切
さ

を
見
つ
め
直
す
こ
と
も
目
的
の

1
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-
回
の
構
成
と
し
て
異
学
校
、
異
学
年
、
男
女
別
で

約
同
名
が
参
加
し
、
調
理
班
、
作
業
班
、
掃
除
班
の

3

班
に
別
れ
ま
す
。
調
理
班
は
調
理
、
配
膳
、
後
片
付

け
等
。
作
業
班
は
畑
の
水
や
り
、
雑
草
取
り
、
お
宮
掃

除
、
朝
の
体
操
の
リ
ー
ダ
ー
等。

掃
除
班
は
、
寝
室
、

便
所
、
廊
下
、
食
堂
の
掃
除
、
洗
濯
等
の
仕
事
が
あ
り
、

毎
日
担
当
を
変
え
て
班
長
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

畑
で
取
れ
る
キ
ュ
ウ
リ
等
季
節
に
よ
っ
て
色
々
な
野

菜
を
子
ど
も
達
が
収
穫
し
、
食
材
に
し
て
い
ま
す
。

生
活
リ
ズ
ム
と
し
て
は

6
時
起
床
、
洗
顔
等
、
食

事
、
登
校
、
下
校
、
体
験
活
動
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
就

寝
と
な
っ
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
、
疲
れ
る
、
眠
い
児

童
が
い
て
、

学
校
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
授
業
中
に
居

眠
り
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
現
在
は
原
則
9
時

就
寝
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
体
験
塾
の
期
間
中
に
町
長
、
教
育
長
の
講
話
が

あ
り
、
岡
垣
町
の
話
し
等
を
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
曜
日
に
隣
の
八
幡
屋
の
満
海
の
湯
の
招
待

を
受
け
、
ジ
ェ
ッ
ト
パ
ス
、
海
水
風
目
、
ピ
ン
ク
色
の

ワ
イ
ン
風
呂
等
の
色
々
な
風
呂
を
体
験
し
て
良
い
思
い

出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

辺
年
度
の
塾
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

昭
和
引
年
4
月
、
町
民
会
議
の

1
つ
の
事
業
と
し
て
、

2
泊
3
日
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
が
校

区
育
成
会
議
、
町
民
会
議
、
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

中
心
に
企
画

・
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

凶
年
間
続
い
た
「
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を
平
成
9

年
度
か
ら
通
学
合
宿
「
夢
の
体
験
塾
」
と
し
て
再
出
発

し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
塾
の
目
的
は
、

「子
ど
も
達
が

家
庭
か
ら
離
れ
、

集
団
生
活
を
し
な
が
ら
共
通
の
生
活

体
験
を
行
い
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
や
直
接
体
験
の
不

足
を
補
い
、
さ
ら
に
主
体
的
・
自
主
的
に
行
動
で
き
る

資
質
や
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、
塾
生
相
互
や
高
齢

者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
含
め
、
友
人
や
家
族
の
大
切
さ
な

ど
を
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
」
で
す
。

平
成
9
年
度
第
1
回
目
は
、

戸
切
小
学
校
6
年
生
を

対
象
に
、

6
泊
7
日
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

翌
年
か
ら
は
拡
大
し
て
、
町
内
5
小
学

校
の

4
1
6
年
生
の
男
女
を
対
象
に
、

7

泊
8
日
を

1
回
と
し
て
、
計

5
回
実
施

し
、
年
ご
と
に
回
数
を
増
や
し
て
い
き
ま

し
た
。
お
年
度
は

9
回
実
施
し
、
町
名
の

子
ど
も
た
ち
が
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
同
年
間
で
、

1
0
0
0
名

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
体
験
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
、
波
津
海
岸
に
あ
る
若
潮

荘
内
の
宿
泊
施
設
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、

児
童
が
自
ら
考
え
、
体
を
動
か
し
、
汗
を

か
い
て
協
力
し
て
共
同
生
活
を
送
り
、
平

日
は
町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
て
各

小
学
校
に
通
い
ま
す
。

①
参
加

し
て
よ
か
っ
た
(
九
二
・六

%

)

②

参

加
理
由
で
は

自
分
の
希
望

(
六
八
・九
%
)
親
に
す
す
め
ら
れ
て

(二
二
・
一
%
)
③
友
達
が
で
き
た
(
九
六
・七
%
)

④
途
中
で
家
に
帰
り
た
い
と
思
っ
た
で
は
、
よ
く
あ
っ

た
、
た
ま
に
あ
っ
た
と
合
わ
せ
て
(
一
八
・
八
%
)
⑤

ま
た
参
加
し
た
い
(
六
六
・
一
%
)
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。

保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
①
自
分
か
ら
進
ん
で

手
伝
い
を
す
る
②
今
ま
で
さ
せ
た
こ
と
の
な
い
ト
イ

レ
掃
除
な
ど
す
る
③

一
人
で
起
き
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
④
料
理
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
⑤
集
団

生
活
の
大
変
さ
を
感
じ
、
あ
ま
り
無
理
な
こ
と
は
い
わ

な
く
な
っ
た
⑤
他
の
学
年

・
学
校
の
友
達
と
も
仲
良

く
遊
ぶ
姿
を
良
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
等
、
色
々

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
参
加
す
る

に
あ
た
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
か
で

は
、
①
自
分
の
こ
と
は
自
分
の
責
任
で
や
り
遂
げ
る
力

を
つ
け
る
(
自
立
心
)
(
二
七

・
三
%
)
②
色
々
な
体
験

を
す
る
(
一
九
・

三
%
)
③
友
達
を
作
る
。
と
他
人
と

協
力
し
、
協
調
性
を
養
う
(
各

一
0
・
二
%
)
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

今
後
は
支
援
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
整
理
し
、
参

加
者
、
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
各
々
の
対

策
を
行
い
、
更
に
効
果

の
あ
る
体
験
塾
に
す
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
が

「
こ
の
体
験
塾
を
長
く

継
続
し
て
い
き
、
塾
生

が
大
き
く
な
り
、
そ
の

子
ど
も
達
が
こ
の
夢
の

体
験
塾
に
参
加
す
る
日

が
楽
し
み
で
す
」
と

語
っ
て
い
た
日
が
必
ず

来
る
こ
と
を
心
よ
り
応

援
し
て
い
ま
す
。



第 184号

地域とともlこ育ておう

水巻町「ふれあいガーテ、ンJ
*水巻町青少年育成町民会議女

水巻IHTの小学校の花壇には色とりどりの花や植物が

咲き誇り、季節の移り変わりを楽しませてくれる。

その植物たちは特別支援学級の児童と地域のボラン

• 
• • • 開眼の話題• • • いるいる芯地織~狙自の活動を
• 紹合するコーナー。• • 含固l志以下0)3旭鰯官す。
• • . ~ 

ティアが共同でL手入れを行っている。世代聞の交流を ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
しながら、地域ボランティアの方々も花壇の手入れに 掛け運動やすこやかマラソン大会なども実施していま

訪れるたびに、子どもたちの小さな成長に目を細め、ま す。これからも青少年の健やかな成長を見守り、少し

るで本当の家族のように会話を弾ませている。本会議 でもその手助けになるよう取り組んでいきたいと思い

では世代間交流の希薄が叫ばれている中で、こうした ます。

取り組みを通して異なる世代の紳づくりに努めている。

第15回雷春町f少年め主張j大会

香春町青少年育成町民会議では、 青少年が日頃考え

ていること等の発表を通じて青少年の健全育成に対す

る理解と協力を深めることを目的として毎年12月に

香春町「少年の主張大会Jを開催しています。15回

目となる平成23年度の大会はi町内6つの小中学校か

ら2名の代表者により大勢の観客の前で経験したこと

や普段考えていることを発表しました。田川地区大会

の選考も兼ねているこの大会ですが、参加した児童生

徒全員が日頃の成果を発揮していました。香春町民会

議では少年の主張大会のほかにも町内小中学校での声

乗車マナー向上キャシベーシ

安行橋市青少年育成市民会議女

当市民会議では毎月 1回JR行橋駅構内で乗車マ

ナー向上キャンペーンを行っています。月の第2金曜

日の午前7時30分から一時間程度、補導部員が乗降客

とあいさつを交わしながらポケットティッシュを配布

しています。ポケットティッシュの中には電車内での

携帯の使用や車内での座り込み乗車など、乗客に迷惑

をかける行為はやめようというチラシを入れています。

乗客の皆さんは気持ちよく受け取っていかれます。

乗車マナーが少しずつでも向上してくれるようにな

ればと、部員一同頑張っています。

福岡県非行歩年を生まない社会づくり
':?-~þ ワ ー ク会議をご存知ですか?

福岡県非行少年を生まない社会づくりネットワーク会
議では、関係機関・団体と連携して
0少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動
O少年を見守る社会気運の醸成
を柱とした、情報発信やキャンペーン活動、問題を抱え
た少年の立ち直リ支援活動などを通じて、非行少年を生
まない社会づくりを推進しています。
※拙福岡県青少年育成県民会議も構成員として活動し
ています。
お問合せ先 福岡県警察本部生活安全部少年課

TEL 092-641-4141 (内3093)



第 184号

九州地区遊技業組合連合会から、

社会貢献活動支援として

寄付金をいただ事ました。

平成24年6月6日、九州地区遊技業

組合連合会定時総会(ホテルオークラ福

岡)が開催される中、同連合会会長から

県民会議ほか1団体に、 また福岡県遊技

業協同組合理事長から5団体にそれぞれ
社会貢献活動の一環と して寄付金の贈呈

カtありました。

右田喜章会長が寄付を受けた者の代表

として 「次代を担う青少年の健全育成を

はじめとして各種施策の一層の発展のた

めに有効適切に使用させていただきま

す。j と謝辞を申し述べました。

広報紙 183号の訂正とお詫び

平成24年3月15日付け発行の広報紙

「若いなかまJ183号において2Pの「高
橋博人福祉労働部長代読」 が間違って掲載

しています。正しくは 「高橋敬福祉労働部

長代読Jでした。また、 7Pの賛助会員の

ご紹介で「コカ ・コーラウエス トホールデ

イングスj の社名が変更され、正しくは

「コカ・コーラウエスト(鮒j です。関係者

の方々には、大変失礼をしました。改めて

訂正させていただき、心よりお詫び申し上

げます。
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青少年の健全育成のために

，賛助会員入会のお願い

次代を担う青少年の健全育成を図

るため、県民会議では、少年の主張

大会、サマーキャンプ、マラソン大

会など、様々な活動をしています。

県民会議の活動に賛問いただく賛

助会員の募集を行っています。会費

は左のとおりです。電話 (092-643

-6001)いただければ、資料をお送

りいたします。

ぐ賛助会員の年会費す

1，000円

法人ヌは団体 1口 15，000円

特別賛助会員 1口 50，000円
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こ
の
用
紙
は
、
森
林
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

ど納入いただく方法コ

会賀は、社F司法人福岡県青少年育成県民会議の次のいずれかのしl
座に納入していただくか、県民会議事務局に直接ご持参ください。

福岡銀行県庁内支 J占(普通預金)526475 

西日本シティ銀行県庁前出張所(普通預金)0163919 

筑邦銀行福岡支応(普通預金)1597091 

稲問中央銀行本府(普通預金) 1030569 

県庁内郵便局郵便為替口座福 岡 01700-5-4057

赤
え
ん
ぴ
コ

今
、
私
は
連
れ
合
い
と
二
人
、
う
ど

ん
・
そ
ば
の
庖
を
営
ん
で
い
る
。

全
部
で
旧
席
ほ
ど
の
小
さ
な
庖
で
あ
る
。

唐
を
始
め
て
も
う
す
ぐ
2
年
、
お
客

さ
ん
と
の
会
話
が
実
に
楽
し
い
。

屈
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
地
域
活
性
化

と
情
報
発
信
、
そ
し
て
庖
の
ポ
リ
シ
ー

は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
ス
ロ
ー
プ

l
ド
。

地
域
活
性
化
は
今
や
ど
こ
に
行

っ
て

も
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
情
報
発
信
も
大
切
な
役
割
で
あ

る
と
思
う
。

だ
が
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
、

そ
れ
は
自
然
と
共
生
し、

季
節
の
食
材

を
使
っ
た
手
作
り
の
食
事
、
つ
ま
り
、

ス
.ロ
l
ラ
イ
フ
、
ス
ロ
ー
プ

l
ド
、
そ

の
こ
と
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。

庖
に
来
た
子
ど
も
達
が、

食
べ
る
時

に
見
せ
る
可
愛

い
笑
顔
、
そ
し
て
、

「美
味
し
い
」
と
言
う
言
葉
を
聞
く
と

実
に
嬉
し
い
。

切
れ
や
す
く
、

怒
り
っ
ぽ
く
な

っ
た

子
ど
も
達、

そ
の

一
因
と
し
て
食
が
あ

り
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
食
事
が
如
何
に

大
切
か
と
言
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
伝

え
て
い
く
こ
と
は
、
私
達
大
人
の
責
任

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

中
国
古
来
の
考
え
方
で
「
医
食
同

源
」
と
言
う
言
葉
が
あ
る
。

食
事
と
病
気
の
治
療
は、

共
に
人
の

健
康
を
保
つ
た
め
の
も
の
で
、
そ
の
源

は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る

が
、
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
言
葉
で
は
な

い
か
と
思
う
。

団
塊
世
代
、

会
社
を
退
職
後
、
「
地

域
を
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
!
」
と

思
い
、
は
じ
め
た
庖
で
あ
る
。

庖
を
始
め
て
か
ら
も
う
す
ぐ
2
年
、

少
し
は
地
域
に
貢
献
出
来
て
い
る
の
か

な
と
自
負
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
連
れ
合
い
と
二
人
、
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
と
ス
ロ
ー
プ

l
ド
に
拘
り

な
が
ら
、
地
域
活
性
化
や
地
域
か
ら
の

情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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